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研究成果の概要（和文）：本研究では、口腔領域の悪性腫瘍患者に対して、T2強調像を応用したCine MRIにより
手術前後の嚥下機能評価を試みた。その結果、すべての口腔癌患者のCine MRIにおいて生理食塩水の食道への流
れていく様子を確認することができた。 Cine MRIの各種パラメーターは、患者への問診による嚥下障害のスコ
アと有意な相関関係を示した。また、患者の軟組織の可動性は術後に有意に悪化することを示した。これらによ
り、Cine MRIにより、口腔癌患者の嚥下機能を評価することが可能であることを明らかにした。更に、MR像の特
性をいかし嚥下に関連する軟組織の可動性についても、個別に評価ができることも明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, we attempted to evaluate swallowing function by Cine MRI 
using T2WI in patients with malignant tumors in the oral region. As a result, we were able to 
confirmed the flow of saline into the esophagus by Cine MRI of all patients. Various parameters of 
Cine MRI showed a significant correlation with the score of dysphagia by interviewing patients. We 
also showed that the mobility of the patient's soft tissues significantly deteriorated after 
surgery. In particular, it was confirmed that this tendency is remarkable in postoperative patients 
with a large degree of surgical invasiveness.

研究分野： 歯科放射線学

キーワード： 摂食・嚥下機能評価　Cine MRI

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究ではT2強調像をベースにしたCine MRIにより、口腔癌患者の嚥下機能を評価することが可能であることを
明らかにした。実際に全ての患者において誤嚥の有無を評価することが可能であった。更に、MR像であるため嚥
下に関連する軟組織の可動性についても、個別に評価ができることも明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

摂食・嚥下機能の障害は、低栄養、脱水、誤嚥などの医学的な観点のみならず、人間としての

根本的な欲求である食べる楽しみが失われるという観点からも非常に重要な問題と考えられて

いた。しかしながら、摂食・嚥下障害の成り立ちには歯科、耳鼻咽喉科、消化器外科的な疾患に

加え、脳外科、神経内科、一般内科的な疾患、またそれらの手術の影響によるものやこれらの複

合的な要因などもあり、その状態は多岐にわたっている。その為、摂食・嚥下障害に関する診断

基準の確立、病態の解明は完全にはなされていないという状態であった。また、治療に関しても、

実際の臨床現場では個々の患者に対して模索しながら取り組んでいたという状況であった。そ

の中で、我々は嚥下機能評価に MRI の T2 強調画像の超高速撮像を応用することで、比較的安

全に嚥下機能を評価出来るような Cine MRI の開発に着手し、その一部を海外の専門誌に報告

していた（Tanaka T et al, Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol Endod 118: 490-496, 

2014）。そこで、本研究では、我々が開発している嚥下機能評価の為の Cine MRI を改良してい

くことで、より安全で簡便に嚥下機能を評価出来るような手法を確立したいと考えた。更に、

MRI で施行出来る検査という特性を生かし、これまでとは異なった観点からも摂食・嚥下機能

障害の病態解明にアプローチし、その診断基準の確立またその病態に応じた適切な治療・対処法

の確立ということを目指して本研究が計画された。 

 

２．研究の目的 

口腔領域の悪性腫瘍患者に対して、T2 強調像を応用した Cine MRI により手術前後の嚥下機

能評価を試み、その有効性について検討すること。 

 

３．研究の方法 

本研究は九州歯科大学附属病院を受診し、口腔領域の悪性腫瘍と診断され、手術を施された患

者を対象とした。MRI 撮像には東芝社製 1.5 Tesla MRI 装置ならびに頭頸部用コイルを使用し

た。撮像は、5mL の生理食塩水を予め患者の口腔内に含ませておき、撮像開始の合図と同時に嚥

下させ、その様子を Cine MRI のシーケンスで撮像した。得られた MR 画像について画質および

軟組織（舌尖、舌根、軟口蓋、口底、咽頭後壁等）の可動性を評価した。さらに、Cine MRI の各

種パラメーターと患者への問診による嚥下障害の状態との関連性ついて検討した。 

 

４．研究成果 

本研究では T2強調像をベースにした Cine MRI により、口腔癌患者の嚥下機能を評価すること

が可能であることを明らかにした。更に MR 像であるため嚥下に関連する軟組織の可動性につい

ても、個別に評価ができることも明らかにした。実際に全ての患者において誤嚥の有無を評価す

ることが可能であった。また、 Cine MRI の各種パラメーターは、患者への問診による嚥下障害

のスコアと有意な相関関係を示した。患者の軟組織の可動性は術後に有意に悪化した。特に、外

科的な侵襲度の大きな手術後の患者においてはその傾向が顕著であることを示した。これらの

研究成果は学術英語論文（Nishimura S, Tanaka T et al. Functional evaluation of swallowing 

in patients with tongue cancer before and after surgery using high-speed continuous 

magnetic resonance imaging based on T2-weighted sequences, Oral Surg Oral Med Oral 

Pathol Oral Radiol, 125:88-98, 2018）( Tanaka T et al. Real time-evaluation of swallowing 



in patients with oral cancers using cine-magnetic resonance imaging based on T2-

weighted sequences, Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol, 130: 583-592, 2020.）

として報告した。今回の結果は、これまでとは異なった観点から摂食・嚥下機能障害の病態解明

にアプローチできる手法を提案できたのではないかと考えている。このことは、学術的な側面だ

けではなく、患者の負担を考えると臨床的にも極めて意義あることではないかと考えた。 
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